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説 教         聖日礼拝  北浜チャーチメモリアル・ワーシップ 

                        黒田 禎一郎 

 

２０２１年 9月１２日（日） 

主  題：「希望に生きる人生」 

―復活の希望― 

テキスト：ヨハネ福音書１１章１７－２７節 

 

 

はじめに 

１、 お早うございます！ 

今日、皆さんとともに「メモリアル・ワーシップ」を祈念することができ

ますことを神に感謝します。 

２．｛例 話｝ 日本人の寿命 

・日本人の平均寿命は男性 81.６４歳(世界２位) 、女性は女性 87.７４歳

(世界一位)。世界のトップクラスで、世界有数の長寿国となりました。100

歳以上の人口は８万４５０人です（２０２０９月年厚生労働省）。 

 ・縄文時代の平均寿命は１５歳、鎌倉時代の平均寿命は２４歳であったそう

です。 

・平成 14年（2002年）から、政府は９月１５日を「老人の日」と定めました。

そして９月１５日から同月２１日までの１週間を、「老人週間」としました。

その後、9月の第 3月曜日を祭日とし、「敬老の日」と定めました。 

 ・今、多数の人々が長い生涯を送れるようになりました。ユダヤ人の視点か

ら見れば、神の祝福です。長寿の人は長い人生において、数多くの貴重な

経験をしてこられました。その経験は、「宝」のようではないでしょうか。 

 

３．ところで、一度しかない人生を、私たちはどのように過ごしていているで

しょうか。 

・人生の「宝」は、現在の積み重ねです。将来は現在の延長線上にあるからで

す。 私たちの人生は一度しかなく大変貴重です。ですから、意義のある人

生、また生きがいのある人生であるならば、それは何と幸いでしょうか。 

・しかしながら、人生において現実に避けられないこと、また悲しいこと、  

つらい事などがあります。 

・ 今日のテキストである聖書にも、そのような悲しいストーリーが見られま

す。 ヨハネ１１：１７－２７ （ストリーの説明） 

イエス・キリストは、「わたしは、よみがえりです。いのちです。わたし
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を信じる者は、死んでも生きるのです。」 （ヨハネ11:25）と言われま

した。これは希望あることばです。 

・ 今日は次の２点から、私たちの人生について考えてみたいと思います。 

 

 

大切なポイント 

１．人生には避けられないことがある。 

・ 人生でつらいことはあります。最もつらいことは、人の「死」ではないで

しょうか。とくに肉親の「死」はつらいものです。「死」は別れを意味し

ます。もう戻れません。どうしても「死」を止めることはできません。 

１）「死」に対しての不安 

・ 多数の人々が、「死」に対して不安を持っています。なぜでしょうか・・・？ 

１） 死後が不明であるから。   まったく見えません！ 

２） 罪責感があるから。 自分は裁かれるのではないか！ 

   人には良心というものがあります。良心が働き、罪を犯せば心は痛むの

です。聖書は次のように語っています。 

「人は種を蒔けば、その刈り取りもすることになります。」  

ガラテヤ 6:7 

・ 私たちは、その避けられない「死」をどう受け止めているでしょうか？  

今日のテキストをご覧ください。彼女はこう言いました。 

    11:21 マルタはイエスに向かって言った。「主よ。もしここにいてく

ださったなら、私の兄弟は死ななかったでしょうに。 

 ・このことばは、何を意味するでしょうか。 

⇒ 必要時に、助け手がいない不安 

もしイエスがおられたならば、兄弟ラザロは死ななかったのに！ とマルタ

は思いました。皆さん。人は失望することがあります。光が見えなくなるか

らです。 マルタにとっては、一番必要な時にイエスはおられませんでした。  

・一番必要な時、一番困った時、一番助けを必要とする時に、助け手がいな  

い。その時の失望は、マルタにとってどんなに大きかったことでしょう。 

 ・あなたは、マルタのような経験はありませんか。もしあるとするならば 

きっとマルタの心は理解できることでしょう。必要時に助け手がいませんで 

した。しかし、マルタはこう言いました。 

 

２）マルタは神の力を信頼していた 

11:22 今でも私は知っております。あなたが神にお求めになることは何でも、

神はあなたにお与えになります。」 
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    ･マルタは、イエスに「信頼」（信仰）していました。  

マルタが、イエスに信頼を持っていた時、イエスは彼女に不思議なこと 

を言われました。 

   11:25 イエスは言われた。「わたしは、よみがえりです。いのちです。 

わたしを信じる者は、死んでも生きるのです。 

  ・皆さん。これはイエスが言われた希望の約束でした。 

  私たちが人生で避けられない状態下でも、神はおられます。 

   聖書は天と地、つまり世界を作られた神の存在を語っています。人は 

神によって造られた存在です。多くの場合、人はその創造神を知りませ 

ん。 

 ・神はすべての人へ平等に、太陽の光を与え、また雨を与えておられます。 

人生で避けられない事態の中でも、神はおられます。 

・覚えてください！ たとえ失望、不満の中に置かれたとしても、神はあ  

なたに目を注いでおられます。神は,信頼する者に約束を与えるお方です。 

聖書はこう語っています。ローマ人への手紙 

    9:33 それは、こう書かれているとおりです。「彼（神）に信頼は、失

望させられることがない。」 

  ・何と言う幸いなことばではありませんか。「失望させられることがない。」 

とは、保証を意味します。あなたは、これまで失望という経験はありま 

せんか。失望は期待外れからきます。ですから、失望させないというこ 

とは、神以外にはありえないことです。人はみな不完全であるからです。 

⇒ 神を信頼（信仰）するこ。そこに真の安らぎがあります。 

 ・人生で避けられない事態に出会うとき、どうぞ神を信頼してください。 

 

 

２．イエスは希望の約束を与えるお方 

１）失望の先にある「希望」 

 ・マリヤとマルタという二人の姉妹は、この「避けられない悲しみ」と、「必 

要な時にイエスがおられなかったという「失望」を味わいました。あるいは 

今、この場におられるあなたも同じような経験をしておられるかも知れませ 

ん。人生の虚しさを、感じておられるかも知れません。 

・イエスはこの悲しみの中にあった 2人に、希望の約束を与えられました。 

    11:25 イエスは言われた。「わたしは、よみがえりです。いのちです。

わたしを信じる者は、死んでも生きるのです。 

 何という力強いことばではありませんか？ イエスは「よみがえり」、「いの

ち」、「生きる」と言われました。つまり ⇒そこに「希望」があります 
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   ｛例 話｝ チリ、サンホセで起こった炭鉱落盤事故 

   ・しばらく前になりましたが、私には忘れることが出来ないチリ・サ

ンホセで起こった炭鉱落盤事故がありました。それは地下７００ｍ

の作業現場で、33 人もの炭鉱夫が落盤によって閉じ込められた事故

でした。 

   ・約 3 週間も、彼らと音信が途絶えました。誰もが生存の望みは低い

と考えました。しかしその後、彼ら全員が生存していることが判明

し、歓声がわき上がりました。そして世界中が注目している中、懸

命な救出活動が行われました。テレビはその様子をリアルタイムで

流しました。私たちは日本でも、その救出劇を見ることができまし

た。 

   ・皆さん。「もうダメかも知れない」と思っていましたが、「生きてい

る！」と知らせが入りました ⇒ そこに、希望がありました！ 

    そこには、光がありました。 

 

・愛する皆さん。私たちは人生を輪切りで見るのではありません。そうで 

はなく、トータルで見ようではありませんか。あなたにとって、たった 

一度しかない貴重な人生を、有意義に過ごしたいと願いませんか？ 

・神を信頼する人生 ⇒ そこには、希望があります。 

    11:25 イエスは言われた。「わたしは、よみがえりです。いのちです。 

わたしを信じる者は、死んでも生きるのです。 

 

２）希望の「約束」 

・では、どうすれば希望を持てるでしょうか？ 

聖書はこう語っています。 

11:26 また、生きていてわたしを信じる者は、決して死ぬことがありませ

ん。このことを信じますか。」 

・生きている時に、イエスを信頼することです。 

    ⇒「信頼」の先には「希望」があります。 

イエスが十字架にかかり、命を投げ捨ててくださったのは、私たちの不安、

悲しみ、そして罪を清算するためでした。人が背負うすべての負荷を、イエ

スは十字架上で担ってくださいました。 

 ・しかし、イエスは死後 3日目に復活されました。それは、 

⇒ 信じる者に勝利者を与えてくださるためです。 

私たちは今日、「メモリアル・ワーシップ」を迎えました。私たちの家族を

先に天の御国へ送った祈念する日です。人は誰でも、いつの日か、生涯を
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閉じる日がやってきます。 

 ・しかし、死は終わりではありません。いいえ、出発です！それは死んでも

生きる道、すなわち永遠の御国に入る始まりです。そこには希望がありま

す。それはイエス・キリストを信頼し歩む人生です。 

 

 

ま と め 

主  題：「希望に生きる人生」 

―復活の希望― 

 ・イエスは、死人ラザロをお言葉で生き返らせた権威あるお方です。そして、 

今も生きておられる方です。神を知らない生活は、ある意味で死んだような 

人生です。しかし、神は死人を生き返らせるお方です。 

 ・今日は、次の２点を覚えてください。 

１． イエスは死人を生き返らせる「力」と「権威」もつお方 

２． イエスは死人に「死んでも生きる」と約束を与えたお方 

 ⇒ 希望の「約束」です 

 

 

＊ God bless you! 

 


